
   

 
Ｎｏ．１３７     １９．１０．１９       福井県総務部政策統計課 

成長するニット生地製造業 

 平成 18 年工業統計調査の速報が発表されましたが、福井県の繊維工業の製造品出荷額

等を見ると、横ばい傾向が現れています。その繊維工業の中で、近年、ニット生地（注１）

の製造品出荷額等が順調に伸びてきています（図１）。そこで、今回は、本県のニット生

地製造業の特徴を見てみましょう。 

製造品出荷額等の推移（従業者4人以上の事業所）
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                             政策統計課「工業統計調査」 

１ ニット生地やニット製衣服の生産状況 
 
 本県は、スポーツウェア出荷額全国 1 位（注２）に代表されるニット製衣服の生産地とし

て発展してきており、それに合わせて、材料となるニット生地の生産も発展してきました。 
 ところが、鉱工業生産指数の動向をみると 2002 年を境にして、ニット生地とニット製

衣服の生産状況に明らかな乖離現象が現れてきています（図２）。この現象の原因として

ニット生地の非衣料分野への用途拡大、例えば、カーシートやエァバッグ（注３）などの自

動車産業分野への拡大があげられています。 
（注１）横編みニット生地の製造品出荷額等の時系列は、過去のデータに秘匿の箇所があるため、経編ニット＋丸編ニット＝ニッ

ト生地製造品出荷額等としました。             

（注２）経済産業省「17 年工業統計表」によれば、ニット製スポーツ上衣の全国出荷額の 33.4％、ニット製スポーツ用ズボン・ス

カート・スラックスの全国出荷額の 36.4％を本県が占めています。 

（注３）エァバックの主な繊維材料は、合成繊維織物（長繊維）です。 
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ニット生地およびニット製衣服の鉱工業生産指数の推移
（2000年＝100）
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                                         政策統計課「福井県鉱工業指数」 

                               

２ ニット生地製造業の付加価値率、労働生産性 
 
 ニット生地製造業は、他の繊維産業と比較して製品の付加価値率（注 4）は低いものの労 
働生産性（注５）が高いことから国際競争力が高い業種であることがわかります（図３，４）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
            政策統計課「17 年福井県の工業」             政策統計課「17 年福井県の工業」 

 

（注４）付加価値額＝生産額－原材料費―減価償却額 付加価値率＝付加加価値額／製造品出荷額等 

（注５）従業者 1 人当たりの付加価値額 

この資料内容の照会は政策統計課商工統計グループ（電話 0776-20-0272）へ御連絡ください。 
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図３ 労働生産性（製造業全体＝100）
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